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● 土地家屋調査士及び土地家屋調査士会に関する様々な統計データを一元的に集約。
● 制度広報や、将来の展望に際しての統計集としても活用できる。
● 特集「狭あい道路の解消に向けて─土地家屋調査士の新たなる取組─」では、地域互助と地域防災と
いう形で国民生活の安心と安全に寄与するための、土地家屋調査士の経験と能力、特性を活かした方
策の提言・実行について意見交換を行った座談会を掲載。

実勢や取り巻く環境について収録した、貴重な資料

土地家屋
調査士白書2024

　

特集   「狭あい道路の解消に向けて
─土地家屋調査士の新たなる取組─」

豊田俊郎氏（参議院議員）
村上慶裕氏（国土交通省住宅局市街地建築課課長）
岡田潤一郎氏（日本土地家屋調査士会連合会会長）
久保智則氏（日本土地家屋調査士会連合会常任理事） 

第１章　安心して暮らせる社会の実現を目指す
1　狭あい道路の解消と土地家屋調査士
2　不動産の相続（相続登記の申請の義務化、相続土地国庫
帰属制度等）に関する大変革と所有者不明土地問題に向
き合う土地家屋調査士

3　災害と向き合う土地家屋調査士
4　土地家屋調査士制度の啓発活動

第２章　境界紛争のない社会を目指す
1　土地家屋調査士の使命
～土地の筆界を明らかにする専門家として～

2　国際地籍シンポジウムの開催と今後
3　地籍問題研究会
4　土地の筆界に関する「地域の慣習（地図等の歴史的資料類）」
の研究

5　土地家屋調査士会が運営する ADR 境界問題相談センター
6　筆界特定制度と土地家屋調査士の関わり
7　土地家屋調査士の司法参加

第３章　不動産に関する権利の明確化に寄与する
1　不動産登記事件数の推移
2　土地の表示に関する主な登記事件数の推移
3　建物の表示に関する主な登記事件数の推移
4　土地家屋調査士とオンライン登記申請
5　登記申請を伴わない調査・測量業務の件数の推移
6　公共嘱託登記

7　法務局地図作成事業

第４章　研究、研鑽し、発信する
1　日本土地家屋調査士会連合会の「研究所」について
2　土地家屋調査士特別研修と ADR 代理関係業務認定土地
家屋調査士

3　土地家屋調査士新人研修
4　土地家屋調査士年次研修
5　土地家屋調査士会による研修会
6　eラーニングによる土地家屋調査士の研修の充実化
7　土地家屋調査士専門職能継続学習（土地家屋調査士 CPD）
制度

第５章　日本全国あなたの近くの土地家屋調査士
1　全国の土地家屋調査士会
2　全国の土地家屋調査士人口
3　土地家屋調査士試験受験者数、合格者数及び合格率等
4　都道府県別人口と各法律専門職等士業人口
5　各都道府県における土地家屋調査士（法人含む）事務所
の補助者について

6　日本土地家屋調査士会連合会組織について
7　土地家屋調査士賠償責任保険
8　大規模災害対策基金
9　土地家屋調査士政治連盟の進化と役割

第６章　土地家屋調査士自らを省みる
１　土地家屋調査士の登録
２　懲戒処分

第７章　土地家屋調査士が歩み続けた道
１　土地家屋調査士制度の誕生
２　日本土地家屋調査士会連合会の歩み並びに土地家

調査士制度及び不動産登記制度の変遷

参考資料　国土交通省発表「土地白書」から

Ｘ（旧 Twitter）@nihonkajo
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